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本学は今年、創立70周年を迎えました。即ち、始ま

りは太平洋戦争終戦の年。一国の再スタートには、国

民に世界の文化や宗教、歴史、民族への寛容さを育んで

もらう必要がある。そのために、まずは語学の壁を乗

り越えたい。そんな問題意識から設立した「谷本英学

院」が、本学の起源です。その後、関西外国語学校を経

て、関西外国語短期大学となり、1966年に関西外国語大

学を開学しました。

当時から現代につながる本学の特徴がふたつありま

す。ひとつは、教育言語を、国際的に話者人口の多い英

語とスペイン語に限定したこと。もうひとつは、国際

交流、即ち留学に注力したことです。

Kansai Gaidaiの国際的知名度

本学は、1968年に米国アーカンソー大学の教授や学

生19人を招いて以来、世界各地の大学と協定を結んで

きました。単位互換協定大学は現在、世界54カ国・地域、

378校にのぼります。全国トップクラスの留学ネット

ワークと自負しております。

当初は、時の学長が海外にダイレクトに手紙を書い

てアプローチしていました。現在は、国際交流担当者

が世界各国に赴き、本学の良さを十分に分かって頂い

て提携を結ぶというかたちです。90年代半ば、英語名を

「Kansai University of Foreign Studies」から「Kansai 

Gaidai University」へと変えました。それも本学の国

際的な知名度向上に貢献しました。実は本学は、日本

よりも米国でのほうが知名度が高いのです。

2014年度は、約2300人の学生が留学しました。約半

数の学生が、卒業までに一度は留学していることにな

ります。留学奨学金は、特に給付型を充実。留学先大

学の授業料を全額給付するものと、授業料に加え住居

費、食費まで給付するものとを合わせ、2300人中2000

人の学生に給付しています。

また、世界から受け入れている留学生は、北米やヨー

ロッパを中心に約700人います。189人のネイティブ

教員もおり、本学キャンパスも国際交流の場となって

います。

先進的な教育プログラム

このような歴史と特長を有する本学だからこそ成し

得る教育があります。例えば、米国ノーステキサス大

学の協力のもと、2014年度にスタートした「早期留学直

結プログラム」（対象は外国語学部英米語学科）。同大

学から招いた5人の講師により、国際関係やビジネス、

社会学といったコンテンツを英語で学びます。さらに、

TOEFLⓇテストの得点も短期間に向上させます。そう

することで、海外大学での学士課程へ留学する場合、通

常ならば2年半かける留学準備期間を、このプログラ

ムは1年間に短縮。現在、プログラムの修了生70人が

留学中ですが、これを受講したことによって、留学先で

の学習がスムーズにスタートできています。

2011年度に新設した、「語学＋α」を目指す「英語キャ

リア学部」も、本学ならではの学部といえるかもしれま

せん。英語キャリア学部は、高度国際職業人というグ

ローバル人材育成をストレートに目指した学部です。

卒業に必要な単位の半分から3分の2をオールイング

リッシュ授業で学び、同時に「グローバル・ビジネス」

「国際教養」といった社会科学を広く学ぶ。日本語で考

え発信する力と英語で考え発信する力、その双方を身

につけていく英語と社会科学をクロスオーバーさせた

オンリーワンなカリキュラムです。一期生は、うれし

いことに、就職内定率が100％でした。中には、かなり

トンガッた学生もいて、留学して、デュアル・ディグリ

ー取得後に帰国しないで米国の会計監査法人に就職を

決めた者や、豪州の旅行会社に就職した者もいます。

まことに頼もしいかぎりです。

英語キャリア学部には、少人数ですが、「小学校教員

コース」も設けています。外国語大学として「日本初」

とのことですが、もともと本学は、中学校英語教員の採

用数で全国トップレベルにあり、それが評価されたか

たちといえるでしょう。今後は、本学卒業生が小学校

において、将来のグローバル人材の卵を育成してくれ

ると確信しています。

「学・食・住」でグローバル人材を育む新キャンパス

本学は、創立70周年記念事業の一環として、2018年4

月に御殿山キャンパス・グローバルタウン（仮称）を新

設します。メインキャンパスである中宮キャンパスに

近く、これによりキャンパスの一体化が実現します。

御殿山キャンパスには、英語国際学部を学研都市キ

ャンパスから移転させるとともに、ここに一大グロー

バルタウンを築く計画です。現在6棟ある留学生宿舎

の大半を統合し、新キャンパスの国際交流セミナーハ

ウス（仮称）に集約します。そこで留学生と日本人学生

が生活を共にし、キャンパス内で「学・食・住」が完結す

るようなユニークな教育環境を整備します。

当然ながら私も、「グローバル人材育成」をめぐる社

会的要請の高まりをひしひしと感じる者であります

が、「語学力さえ身につけばいい」と考えたことはあり

ません。外国語を学ぶことは言葉の障壁を下げること

を意味します。重要なのは、異なる国や民族の歴史や

文化、宗教、政治、経済といった人文社会科学の知識を

吸収しながら、相手のそれに対する「寛容」さを身につ

け、コミュニケーション、ネゴシエーション、ファシリテ

ーションといった3つの能力を磨き上げていく。その

ような力があってこそ、自分と相手との間に最善の解

決策を見いだせるような人材になれるのではないでし

ょうか。それが即ち、社会の求める「グローバル人材」

であると私は考えます。

本学は、「不留」をモットーにしています。文字通り、

留まらないこと、前に進み続けることが本学の精神。

本学の様々な取り組みは、全て上記の能力をもった

グローバル人材を育成することに結びついています。

これからも、「不留」の精神で、社会で求められる人材を

育んでいきたいと考えております。
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